






































































     －３２－

定期の点検・整備をするには 

調子よく作業するために、定期的に行いましょう

    注  意
ケガの防止や燃料への引火防止のため、点

検・整備を行うにあたり、次のことを厳守し

て下さい。

１． 点検・整備をする時は、ロータクラッチ

を「切」位置にし、シフトレバーを「Ｎ

（ニュートラル）」位置にしてから行って

下さい。

２．エンジン回転中やエンジンが熱い間は注

油、給油は絶対行わないで下さい。

３．燃料の取扱い時やエンジンの整備時はく

わえ煙草・裸照明は絶対しないで下さい。

４．操作系の点検は、一部走行試験が必要で

あるため、平坦で広く障害物のない安全

な場所で行って下さい。その際整備が必

要な場合は１．項目内容を厳守して下さ

い。

５． 取外したカバー類は元どおりに装着して

下さい。

アワメータ

本機には、アワメータが付いています。

点検・整備の時間の参考にして下さい。

※使用状況によっては交換時間が早まること

があります。早めの点検・整備をおすすめし

ます。

オイル交換

 オイル交換の際には次のことに注意して行

って下さい。

１． 古くなったオイルは、機械の性能を落と

すだけでなく故障の原因となります。定

期的に古いオイルを抜き取り、新しいオ

イルを規定量給油して下さい。

オイル 規定量 交換時間

エンジン

クランク室
SE 級

以上

1.2 ﾘｯﾄﾙ

( ｹ ﾞ ｰ ｼ ﾞ

付) 

初回

20 時間目

２回以降

100 時 間

毎

走行

ミッション

ギヤ

オイル

＃80 
0.7 ﾘｯﾄﾙ

初回

50 時間目

２回以降

200 時 間

毎(走行) 

パワー

パック

ISO 
VG46 
相当粘度

3 ﾘｯﾄﾙ
300 時 間

毎

２． オイルの抜き取りはオイルが暖かいうち

に行うと容易に抜くことができます。

注 意

作業直後は、高温のため危険です。しばらく

たってから交換作業して下さい。

３． エンジンオイルの質および量の低下は焼

付トラブルをまねきます。オイルの品質

はＳＥ級以上の良質のもので外気温度に

応じて、純正オイル、または、自動車用

エンジンオイルを使用して下さい。

４． マルチグレードを使用する場合、外気温

が高いときオイルの消費量は増す傾向に

ありますので注意して下さい。






















































